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康との関連に関する研究は多い 2) 3) 4) 6) 8) 9) 
12) -15) 17)。また，ライフスタイルは年齢・
性・健康状態•生活状況（職業・家族構成，等）に





























代の内訳は， 20歳代125名， 30歳代118名， 40歳代
132名， 50歳代125名であった。職種別では事務職
122名 (24.4%） ・ソフト技術職71名 (14.2%） ・ハ
ード技術職 170名 (34.0%) ・製造職 53名
(10.6%） ・検査職37名 (7.4%） ・営業職 4名
(0.8%) ・その他43名 (8.6%）であった。また，















脈硬化指数 (AtherogenicIndex : A I)を算出した。














長・体重•生活満足感 4) 1 4) とした。そして身長








































主観的に健康である 84(67.2) 77(65.3) 






高詣血症 1(o. 8) 




喘 息 2(1. 6) 
その他の疾患 4(3.2) 













40歳代 50歳代 計 x2 
100(75.8) 95(76. 0) 356(71.2) 5. 751 
40(30.3) 54(43. 2) 128(25. 6) 41. 660枯＊
0(o. 0) 0(o. 0) 0(0.0) o. 000 
0(o. 0) 8(6.4) 8(1. 6) 24. 390枯＊
1501. 4) 18(14.4) 40(8. 0) 20.540 m 
3(2. 3) 6(4. 8) 9(1.8) 10. 985 * 
3(2. 3) 2(1. 6) 7(1. 4) 1. 351 
2(1. 5) 7(5.6) 14(2. 8) 6. 389 
0(o. 0) 3(2. 4) 4(o. 8) 6. 108 
6(4. 5) 10(8. 0) 23(4.6) 4. 990 
2(1. 5) 3(2. 4) 6(1. 2) 3. 270 
0(o. 0) 2(1. 6) 5(1. 0) 2. 270 
11(8. 3) 15(12. 0) 37(7.4) 7. 616 
※ •X2検定を行ったが，項目はすぺて「ある」 「ない」の 2区分とした
•また，調査時には主観的健康状態を「非常に健康」 「まあ健康」 「やや不健康」 「非常に不健康」
の4区分としたが，前者2つを「健康」，後者2つを「不健康」として処理した
表 3 年代別にみた疲労状態
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 平均値土SD F 
身体的愁訴数 1. 96士1.86 l. 49土1.54 o. 97土1.09 1.06士1.29 1. 36士1.47 12. 083枯＊
精神的愁訴数 l. 90士2.10 1. 47土1.90 l. 13土1.38 o. 86土l.42 1. 34土1.72 8. 384枯＊
神経感覚的愁訴数 o.82士1.09 o. 89士1.06 o. 70士o.89 o. 67土o.79 o. 77土o.96 1. 420 
愁訴数合計 4. 70土4.31 3.86土3.69 2.80士2.51 2. 59土2.84 3. 47土3.40 10.422 m 
m P<0.001 
表 4 年代別にみた血液性状
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 平均値士SD
F 
GOT (IU/L) 23. 2士 9.51 20. 7士12.81 18. l土 7.13 21. 4士20.34 20. 1士14.06 1. 342 
GPT (IU/L) 26. 2士21.23 2l. 4士21.78 16. 3士16.05 18. l士18.76 18. 7士18.60 2. 129 
r -GT P (IU/L) 15. 3士 6.22 2. 2士12.56 31. 2土36.27 40.1土58.10 31. 1土41.08 3. 227 * 
T-C （咽／dl)175. 3土31.62 182. 1士34.59 195. 7士35.62 193. 3士32.06 190. 6土3.94 3. 462 * 
HDL-C（四／dl) 52. 8土16.88 45.0士1.23 49. 2士10.71 49.4士12.01 48. 8士1.87 2.599 
TG (mg/dl) 94. 9士58.20 14. 9士51.75 l3l. 5士79.28 131. 0士73.66 125. 1士71.26 2. 125 
A I 2. 6士 1.16 3.3士 1.25 3. 2士l.19 3. 1士 1.13 3. l士 1.18 1. 716 
* p〈0.05
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主観的に健康と感じている者は， 20歳代は84名




30歳代で22名 (18.6%), 40歳代で40名 (30.3%),
50歳代で54名 (43.2%）であり，加齢とともに有意
な増加を示した (x2 =41.660, P<0.001)。中でも
虚血性心疾患 (x2 = 24.390, P<0.001) ・高血圧








































P<0.01) ．間食摂取日数 (f3=0.110, P<0.05) ・ 1 
回飲酒量 ((3=0.094, P<0.05) ・生活満足感 ((3=-
0.119, P<0.01) の関与が認められた。
精神感覚的愁訴数には，年齢 ((3=-0.169,
P<0.001) ・間食摂取日数 ((J=0.131,P<0.01) ・ 
1回飲酒量 ((J=0.092, P<0.05) ・生活満足感 ((J
=-0.149, P<0.001) の関与が認められた。
神経的愁訴数には，超過勤務時間 ((3=0.128, 
P<0.01) ・間食摂取日数 (f3=0.144, P<0.01) ・生
活満足感 ((3=-0.117, P<0.01) の関与が認められ
た。
愁訴数合計には，年齢 ((J=-0.151,P<0.001) ・ 
勤務日睡眠時間 ((J=-0.137, P<0.01) ・非勤務日
睡眠時間 (J=0.090, P<0.05) ・超過勤務時間 (B
=0.086, P<0.05) ・間食摂取日数 ((3=0.163,
P<0.001) ・ 1回飲酒量 (/J=0.101,P<0.05) ・生
活満足感 ((J=-0.140, P<0.01) の関与が認められ
た。
GO Tには，超過勤務時間 ((3=0.137,
P<0.05) ・朝食摂取日数 ((J=-0.191,P<0.01) の関
与が認められた。
GPTには，年齢 ((3=-0.136, P<0.05) ・ BM  
I ((3=()．202, P<0.001)の関与が認められた。
y-GTPには，年齢 ((J=0.250, P<0.001) ・朝
食摂取日数 ((J=-0.191,P<0.01) ・飲酒頻度 ((J
=0.126, P<0.05) ・ B M  I ((3 =0.135, P<0.05) の
関与が認められた。
T-Cには年齢 ((3=0.137, P<0.05) ・BMI 
(g=()．156, P<0.05) の関与が認められた。
HD  L -Cには，運動頻度 ((J=0.214, 












































o. 399 m 



















o. 351 m 




























































* p〈o.05**P<0.01 ***P<O. 001 
表 6 血液性状へのライフスタイルおよび健康関連項目の関与
（重回帰分析による標準化偏回帰係数を示す）


























































































































































































 o. 223 ** 0. 239***0. 346***0. 212**o. 456***0.366***0.451*** 
* p〈0.05 枯 P<0.01 ＊林 P<O.01 
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年齢 -0. 111 * o.212 m o. 061 
運動頻度 -0.004 0.026 0.035 
勤務日睡眠時間 -0. 063 -0.004 0.044 
非勤務日睡眠時間 -0.023 o. 001 -0. 023 
超過動務時間 -0.053 -0. 009 -0. 155枯＊
朝食摂取B数 0.006 0.083 o. 001 
”自宅調理食 -0. 026 0.075 0.158枯＊
昼食摂取日数 -0. 013 -0.003 -0. 014 
”自宅調理食 o. 051 -0. 099 * -0.102 * 
夕食摂取日数 0.021 -0.084 o. 002 
”自宅調理食 -0.000 -0.037 o. 161材
夜食摂取日数 o. 069 o. 072 o. 001 
間食摂取日数 -0.042 -0. 056 
食バランススコア 0.013 0.040 -0. 001 
喫煙本数 -0.072 -0. 017 0.004 
飲酒頻度 -0. 139枯 -0.000 -0. 009 
1回飲酒量 -0.088 * o.010 -0.006 
BMI -0.053 0.098 * 
生活満足感 -0. 061 0. 102 * 
重相関係数 0.227枯＊ 0.264***0.367枯＊
* P<O. 05 枯 P<O.01 * P〈o.001 
頻度 ((3=0.183, P<0.01) ・ BM  I ((3 =-0.284, 
P<0.001)が関与することが認められた。
TGには，年齢 ((3=0.140, P<0.05) ・昼食摂取
日数 ((3=-0.149, P<0.05) ・BMI ((3=0.281, 
P<0.001)の関与が認められた。
AIには，運動頻度 ((3=-0.208, P<0.001) ・昼
食摂取日数 ((3=-0.130, P<0.05) ・飲酒頻度 ((3=-
0.131, P<0.05) ・ BM  I ((3 =0.314, P<0.001) の
関与が認められた。
また，健康状態の多くの項目に関与していた間食
摂取日数 •BM I・ 生活満足感については，さらに
これらに対するライフスタイルおよび健康関連項目
の関与について検討し，表 7に示した。
間食摂取日数には年齢 ((3=-0.111, P<0.05) ・ 
飲酒頻度 ((3=-0.139,P<0.01) ・ 1回飲酒量 ((3=-
0.088, P<0.05) が， BMIには年齢 ((3=0.212, 
P<0.001) ・昼食における調理食摂取日数 ((3=-
0.099, P<0.05) ・生活満足感 ((3=0.102, P<0.05) 
が，そして生活満足感には超過勤務時間 (/3=-
0.155, P<0.001) ・朝食における自宅調理食摂取日
数 (/3=0.158, P<0.05) ・昼食における自宅調理食
摂取日数 (/3=-0.102, P<0.05) ・タ食における自





































20歳代 30歳代 4 0歳代 50歳代 平均値土SD F 
逗動頻度 （日／週） 1.4士2.37 l. 4士2.36 l. 1士l.90 l. l土l.9l l. 2土2.15 o. 893 
勤務日睡眠時間 （分） 397.5士59.1 395. 8士57.0 400.8士53.9 397. 2士54.3 397. 9士56.l o. 184 
非動務日睡眠時間（分） 504.6土87.5 48. 7士7.4 480. 6士67.9 474. 1士69.7 486. 9士75.9 3. 761 * 
超過勤務時間 2. 9土0.74 2. 9士o.77 2. 7士o.77 2. 4士o.75 2. 7士o.76 12. 126 m 
朝食摂取日数（日／週） 3. 9士3.00 5. 7士2.39 6. 4士1.64 6. 7士l.28 5. 7士2.17 40. 767 ** 
II自宅鵡理食（日／週） 2. 5士3.10 4. 5士3.08 5. 4士2.65 6. 1士2.13 4. 6士2.76 39. 875枯＊
昼食摂取日数（日／週） 6. 8士1.10 6. 8土1.12 6. 9土0.40 7. 0土o.26 6. 9土0.81 2. 081 
”自宅調理食（日／週） 0. 9士1.99 l. 7士2.53 l. 9士2.73 l. 7士2.54 1. 5士2.47 4. 332林
夕食摂取日数（日／週） 6. 2土1.89 5. 1士2.68 5. 4士2.50 6. 4士1.75 5. 8士2.24 9. 426枯＊
,,自宅調理食（日／週） 1.9土2.62 2. 5土2.74 4. 2土2.81 5. 5土2.40 3. 5土2.65 47.522 ** 
夜食摂取日数（日／週） l. 4土2.03 2. 7土2.77 2. 1土2.58 o. 9土2.02 1.8土2.37 13.239枯＊
間食摂取日数（日／週） 1.8土2.22 l. 4土1.91 l. 3士l.96 l. l土l.56 l. 4土1.92 3. 266 * 
食バランススコア（点） 9. 2士4.00 9. 8士4.46 l. l士4.30 1. 5士4.78 10. 4士4.39 7.292枯＊
喫煙本数 （本／日） 6.4士9.75 9. 7士12.23 10. 7土1.96 9. 1土12.46 9. 0士1.64 3. 075 * 
飲酒頻度 （日／週） 1.7士2.12 3. 6士2.78 
1回飲酒量 （合／回） l. 5土l.43 l. 3士l.62 
BMI 21. 2士2.00 22.4士2.58
生活満足感 l. 9士o.77 2. 0士0.83

















ある」とWHO (World Health Organization :世界保
健機関）が定義したように 16), 「（全国民の） 90%
以上の人が健康には心や精神的なものをも含むと考
4. 7士2.76 4.0土2.95 3. 5士2.67 30.595 ~* 
l. 3士1.08 1.3士0.87 1. 3士0.87 o. 794 
23. 0土2.45 2. 7土2.57 2. 3士2.41 12. 873枯＊
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運動時間x運動頻度）あるいは有酸素性能力により












健康状態． AI• 動脈硬化を予防する働きのある H
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てnegativeに関与するものとして非勤務日睡眠時
間・超過勤務時間・夜食摂取日数・間食摂取日数
・喫煙本数・ 1 回飲酒量 •BMI が， positive ・ 
negativeの両方に関与するものとして飲酒頻度が
選択された。そして間接的ではあるが健康状態の
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